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質的変化が示唆されている。Barr Fritcherら（Am J Clin Pathol、2007）は膵胆道系腫瘍
において、細胞多形性と染色体異常との間に相関が見られることを報告した。MCCにおいて
はPaulsonら（J Invest Dermatol、2009）がMCPyV非感染例に感染例よりも多くの遺伝子異
常が見られる傾向を報告している。これらの知見から筆者らは、MCPyV感染例ではウイルス
が直接発癌を引き起こすために細胞の遺伝子異常が少なく、従って腫瘍細胞が形態的に均
一である（真円度が高い）という可能性、またMCPyV非感染例ではより複雑な（ウイルスに
よらない）発癌機序を介するために細胞の遺伝子異常が多く、従って腫瘍細胞の形態が不
均一である（真円度が低い）という可能性を指摘している。 
 
結 論 
 MCCのMCPyV感染例と非感染例との間では、腫瘍の細胞形態、および合併腫瘍として発症
する頻度が有意に異なっていることが示された。これは両群間での生物学的な相違を示唆
するだけでなく、本症の予後に関連するMCPyVの感染の有無を組織切片上で簡便に推測する
手掛かりとなり、個々の症例の取り扱いに関連する臨床的有用性を有していることが期待
される。 
